
教育学部／教育学科

幼児教育コ ー ス
教育 ・ 心理 ・ 保育 ・ 福祉の理論と実践力、豊かな人間性を身に付けます。

幼稚固と保育所の 一体化した「認定こども園」、幼 ・ 保 ・ 小の「学びの連続性」が課題になっている今、これらの資格•免許をあわせ持つ先生への期

待が高まっています。幼児教育コ ースでは、保育士資格、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状の取得が可

能

。子どもにやさしく、保護

者に信頼される保育士 ・ 幼稚園教諭 ・ 小学校教諭 ・ 児童福祉施設指導貝を養成します。

教員からのメッセ ー ジ 学生からのメッセ ー ジ

乳幼児教育で求められるのは畳かな人間性。

本コ ースでは教育学・心理学などで教育の営

みや「ひと」について学び、乳幼児の

発

達

を理

解。「ヒト」が「ひと」、「人」となっていく過程で

必

要な学びを知り、実践力を身に付けます。豊か

な人間性を育む環境のもと、子どもたちとそのご

家族が、生き生き伸び伸びと生活できる社会の

実現に貢献できる保育者・教員をめざしましょう。

実践的な学びを通して、修得した知

識

をより深いものに。

実践的な学びができる演習科目が充実。教材

作りでは技術や

発

想力を磨き、実習ではさまざ

まな園で、保育の現場を経験することができま

した。先生との距離が近く、悩みなどを相談で

きることも心強いです。一人ひとりの子どもの心

土谷長子准教授 に寄り添える保育者が目標です。 齊藤由依さん
教育学部教育学科4年

三重県立松阪高等学校出身

注目の科目

乳児保育
• 

幼児と表現（音楽）
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●保育現場における絵本の読み聞かせと保育者の支援 ●保育所における食物アレルギーに対する保育者の認識と支援
●幼児期における「対話」活動実践の検討 ●5歳児のいざこざ場面における教師のかかわり
●就学前教育施設における早期教育の必要性とあり方について
●児童養護施設の生活にみる子どもと職員の関わり―A施設入所児へのインタビュー調査を通してー

学びの流れ
カリキュラムの詳細は

こちらをご覧ください。 ＞ ＞ 

1年次〈基礎〉 2年次〈基礎・展開〉 3年次〈展開・応用〉 4年次〈発展〉

教育学の基礎を身に付ける 教育学の研究と実践 実習を通して実践力を修得 4年間の学びの集大成
教育 学の墓礎を理解し教育者に必要な 幼児教育 ・ 小学校教育 ・児童福社に関 専門的な学力を身に付けたうえで、教 自らの関心に従って課題を設定し、問題
知識と理論を身に付ける。 する専門科目の講義 ・ 演習 ・実技実践を 育 ・保育実習の経験や体験学修プログ を客観的に分析 ・ 解決する力を身に付け、

学ぶ。 ラムを通しで実践カ・対応力を高める。 学修の集大成として卒業論文を完成。
主な科目

教育学概論／教育哲学／教育史／
教育社会学／教育・学校心理学／
保育原理／体育原理／人間関係（指導法）

主な科目
特別支援教育の基礎／幼児と健康／
幼児と人間関係／幼児と環境／
幼児と言葉／言葉（指導法）

主な科目
乳児保育1•||／教育実習⑱］稚園）／
保育実習指導1／児童福祉施設等実習／
保育指導の方法／身体表現（指導法）

主な科目
子ども家庭支援論／保育所実習1|／
教職実践演習／教育研究演習／
卒業研究
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